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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】令和1年12月5日(2019.12.5)

【公表番号】特表2017-535320(P2017-535320A)
【公表日】平成29年11月30日(2017.11.30)
【年通号数】公開・登録公報2017-046
【出願番号】特願2017-518823(P2017-518823)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/15     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   13/15     ３６０　
   Ａ６１Ｆ   13/15     ３５１Ａ
   Ａ６１Ｆ   13/15     ３７１　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年10月25日(2019.10.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主なる延在方向を有し、前方側端部と後方側端部とを有する少なくとも第１の層を備え
る本体を備える種類の吸収性衛生用品であって、少なくとも前記第１の層に接続される少
なくとも第１の及び第２の側部側パネルを備える吸収性衛生用品を形成する方法であって
、
　前記方法が、
　各々前記本体の少なくとも前記第１の層を形成するように設計され、前記吸収性用品の
前記対応する本体の前記前方側端部及び前記後方側端部に対応する前方側端部（３ａ，４
ａ）と後方側端部（３ｂ，４ｂ）とを有する第１の及び第２の区間（３，４）を備える第
１のウェブ（２）を繰出方向（Ｖ）に繰り出すステップと、
　前記第１の側部側パネルを形成するように設計される第２のウェブ（６）を繰り出すス
テップと、
　前記第２の側部側パネルを形成するように設計される第３のウェブ（７）を繰り出すス
テップと、
　第１の部片（Ａ）及び第２の部片（Ｂ）の連続体に、前記第２のウェブ（６）を切断す
るステップであって、各第１の及び第２の部片（Ａ，Ｂ）が第１の側部側パネルを形成す
るステップと、
　第３の部片（Ｃ）及び第４の部片（Ｄ）の連続体に、前記第３のウェブ（７）を切断す
るステップであって、各第３の及び第４の部片（Ｃ，Ｄ）が第２の側部側パネルを形成す
るステップと、
を含み、
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）が、各々
、前記第１の層と接続する第１の端部（Ａ１，Ｂ１，Ｃ１，Ｄ１）と、前記第１の端部（
Ａ１，Ｂ１，Ｃ１，Ｄ１）と反対側の第２の端部（Ａ２，Ｂ２，Ｃ２，Ｄ２）と、を有し
、
　前記方法が
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）を前記第
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１のウェブ（２）に貼り付けるステップ、
を含み、
　前記第１の及び前記第２の区間（３，４）が、各第１の区間（３）が前記繰出方向（Ｖ
）に沿って前記後方側端部（３ｂ）を前記前方側端部（３ａ）の下流側に有し、各第２の
区間（４）が前記繰出方向（Ｖ）に沿って前記前方側端部（４ａ）を前記後方側端部（４
ｂ）の下流側に有するように、前記第１のウェブに設けられ、前記第１の側部側パネルは
、前方側パネルおよび後方側パネルの一方であり、前記第２の側部側パネルも、前方側パ
ネルおよび後方側パネルの前記一方である、
方法。
【請求項２】
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）を貼り付
ける前記ステップが、
　前記第１のウェブ（２）の第１の区間（３）上に、第１の部片（Ａ）を配置するステッ
プと、
　前記第１のウェブ（２）の第２の区間（４）上に、前記第１のウェブ（２）を挟んで前
記第１の部片（Ａ）とは反対側に、第２の部片（Ｂ）を配置するステップと、
　前記第１のウェブ（２）の第１の区間（３）上に、前記第１のウェブ（２）を挟んで前
記第１の部片（Ａ）とは反対側に、第３の部片（Ｃ）を配置するステップと、
　前記第１のウェブ（２）の第２の区間（４）上に、前記第１のウェブ（２）を挟んで前
記第２の及び前記第３の部片（Ｂ，Ｃ）とは反対側に、第４の部片（Ｄ）を配置するステ
ップと、
を含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の部片（Ａ）及び前記第３の部片（Ｃ）が、前記第１の部片（Ａ）の前記第２
の端部（Ａ２）が前記第３の部片（Ｃ）の前記第２の端部（Ｃ２）に対向しているように
、前記第１のウェブ（２）上に貼り付けられる、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の部片（Ｂ）及び前記第４の部片（Ｄ）が、前記第２の部片（Ｂ）の前記第２
の端部（Ｂ２）が前記第３の部片（Ｄ）の前記第２の端部（Ｄ２）に対向しているように
、前記第１のウェブ（２）上に貼り付けられる、請求項１又は３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）の前記第
２の端部（Ａ２，Ｂ２，Ｃ２，Ｄ２）が位置する前記第１のウェブ（２）の面の反対側の
面に前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）の前記
第１の端部（Ａ１，Ｂ１，Ｃ１，Ｄ１）を折り畳むステップ
を含み、
　前記第１の端部（Ａ１，Ｂ１，Ｃ１，Ｄ１）が、前記貼り付けるステップの終わりで、
前記第１のウェブ（２）からはみ出すように延在する、
請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）を貼り付
ける前記ステップが、前記第１の部片（Ａ）に対して、前記第２のウェブ（６）の主なる
延在方向（Ｄ２）に平行な方向に沿って前記第２の部片（Ｂ）を平行移動させるステップ
を含む、請求項１から５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）を貼り付
ける前記ステップが、前記第１の部片（Ａ）に対して、前記第２のウェブ（６）の主なる
延在方向（Ｄ２）を横断する方向に沿って前記第２の部片（Ｂ）を平行移動させるステッ
プを含む、請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項８】
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）を貼り付
ける前記ステップが、前記第３の部片（Ａ）に対して、前記第３のウェブ（７）の主なる
延在方向（Ｄ３）に平行な方向に沿って前記第４の部片（Ｄ）を平行移動させるステップ
を含む、請求項１から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）を貼り付
ける前記ステップが、前記第３の部片（Ａ）に対して、前記第３のウェブ（７）の主なる
延在方向（Ｄ３）を横断する方向に沿って前記第４の部片（Ｄ）を平行移動させるステッ
プを含む、請求項１から８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記本体の第２の層を形成するように設計される、少なくとも第６のウェブを前記第１
のウェブ（２）に貼り付けるステップ
を含み、
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）の前記第
１の端部（Ａ１，Ｂ１，Ｃ１，Ｄ１）が前記第１のウェブ（２）と前記第６のウェブとの
間に閉塞され続ける、
請求項１から９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）が、前記
第１のウェブ（２）の前記それぞれの第１の又は第２の区間（３，４）上に、少なくとも
前記後方側端部（３ｂ，４ｂ）に配置される、請求項１から１０のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記第２の及び前記第３のウェブ（６，７）上に前記吸収性衛生用品を閉じるシステム
（８）を貼り付けるステップ
を含み、
　前記閉じるシステム（８）が、前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部
片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）の前記第２の端部（Ａ２，Ｂ２，Ｃ２，Ｄ２）において、前記第２
の及び前記第３のウェブ（６，７）上に貼り付けられる、
請求項１から１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）が、前記
第１のウェブ（２）の前記それぞれの第１の又は第２の区間（３，４）上に、少なくとも
前記後方側端部（３ｂ，４ｂ）に配置される、請求項１から１２のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記第１の、前記第２の、前記第３の及び前記第４の部片（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）が、前記
第１のウェブ（２）の前記それぞれの第１の又は第２の区間（３，４）上に、前記後方側
端部（３ｂ，４ｂ）に配置され、
　前記方法が、
　それぞれ、第３の及び第４の側部側パネルを形成するように設計される第４の及び第５
のウェブ（９，１０）を繰り出すステップと、
　各々、第３の側部側パネルを形成する第５の及び第６の部片（Ｅ，Ｆ）の連続体に、第
４のウェブ（９）を切断するステップと、
　各々、第４の側部側パネルを形成する第７の及び第８の部片（Ｇ，Ｈ）の連続体に、前
記第５のウェブ（１０）を切断するステップと、
を含み、
　前記第５の、前記第６の、前記第７の及び前記第８の部片（Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ）が、各々
、前記第１の層と接続する第１の端部（Ｅ１，Ｆ１，Ｇ１，Ｈ１）と、前記第１の端部（
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Ｅ１，Ｆ１，Ｇ１，Ｈ１）の反対側の第２の端部（Ｅ２，Ｆ２，Ｇ２，Ｈ２）と、を有し
、
　前記方法が、
　前記第５の、前記第６の、前記第７の及び前記第８の部片（Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ）を前記第
１のウェブ（２）に、前方側端部（３ａ，４ａ）において貼り付けるステップ
を含み、
　前記第５の、前記第６の、前記第７の及び前記第８の部片（Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ）を貼り付
ける前記ステップが、
　　前記第１のウェブ（２）の第２の区間（４）上に、第５の部片（Ｅ）を配置するステ
ップと、
　　前記第１のウェブ（２）の第１の区間（３）上に、前記第１のウェブ（２）を挟んで
前記第５の部片（Ｅ）とは反対側に、第６の部片（Ｆ）を配置するステップと、
　　前記第１のウェブ（２）の第２の区間（４）上に、前記第１のウェブ（２）を挟んで
前記第５の部片（Ｅ）とは反対側に、第７の部片（Ｇ）を配置するステップと、
　　前記第１のウェブ（２）の第１の区間（３）上に、前記第１のウェブ（２）を挟んで
前記第６の及び前記第７の部片（Ｆ，Ｇ）とは反対側に、第８の部片（Ｈ）を配置するス
テップと、
　を含み、
　前記第１の及び前記第３の部片（Ａ，Ｃ）が、使用時に、それぞれ、前記第８の及び前
記第６の部片（Ｈ，Ｆ）と係合するように設計され、
　前記第２の及び前記第４の部片（Ｂ，Ｄ）が、使用時に、それぞれ、前記第７の及び前
記第５の部片（Ｇ，Ｅ）と係合するように設計される、
請求項１から１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第５の、前記第６の、前記第７の及び前記第８の部片（Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ）を貼り付
ける前記ステップが、前記第５の部片（Ｅ）に対して、前記第４のウェブ（９）の主なる
延在方向（Ｄ４）に平行な方向に前記第６の部片（Ｆ）を平行移動させるステップを含む
、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第５の、前記第６の、前記第７の及び前記第８の部片（Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ）を貼り付
ける前記ステップが、前記第５の部片（Ｅ）に対して、前記第４のウェブ（９）の主なる
延在方向（Ｄ４）に横断する方向に前記第６の部片（Ｆ）を平行移動させるステップを含
む、請求項１４又は１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第５の、前記第６の、前記第７の及び前記第８の部片（Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ）を貼り付
ける前記ステップが、前記第７の部片（Ｇ）に対して、前記第５のウェブ（１０）の主な
る延在方向（Ｄ５）に平行な方向に前記第８の部片（Ｈ）を平行移動させるステップを含
む、請求項１４から１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第５の、前記第６の、前記第７の及び前記第８の部片（Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ）を貼り付
ける前記ステップが、前記第７の部片（Ｇ）に対して、前記第５のウェブ（１０）の主な
る延在方向（Ｄ５）を横断する方向に前記第８の部片（Ｈ）を平行移動させるステップを
含む、請求項１４から１７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第４のウェブ（９）を切断する前記ステップが、前記第４のウェブ（９）の主なる
延在方向（Ｄ４）に対して斜めの複数の切片を作成するステップを含み、
　前記第５のウェブ（１０）を切断する前記ステップが、前記第５のウェブ（１０）の主
なる延在方向（Ｄ５）に対して斜めの複数の切片を作成するステップを含み、
　前記第４のウェブ（９）の前記切片及び前記第５のウェブ（１０）の前記切片が、前記
第６の部片（Ｆ）が前記第５の部片（Ｅ）のように、かつ、前記第４のウェブ（９）の面
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において前記第５の部片（Ｅ）に対して１８０°回転されたように成形され、前記第８の
部片（Ｈ）が前記第７の部片（Ｇ）のように、かつ、前記第５のウェブ（１０）の面にお
いて前記第７の部片（Ｇ）に対して１８０°回転されたように成形され、前記第７の部片
（Ｇ）が前記第５の部片（Ｅ）と対称的になるように成形されるように設けられる、
請求項１４から１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第２のウェブ（６）を切断する前記ステップが、前記第２のウェブ（６）の主なる
延在方向（Ｄ２）に対して斜めの複数の切片を作成するステップを含み、
　前記第３のウェブ（７）を切断する前記ステップが、前記第３のウェブ（７）の主なる
延在方向（Ｄ３）に対して斜めの複数の切片を作成するステップを含み、
　前記第２のウェブ（６）の前記切片及び前記第３のウェブ（７）の前記切片が、前記第
２の部片（Ｂ）が前記第１の部片（Ａ）のように、かつ、前記第２のウェブ（６）の面に
おいて前記第１の部片（Ａ）に対して１８０°回転されたように成形され、前記第４の部
片（Ｄ）が前記第３の部片（Ｃ）のように、かつ、前記第３のウェブ（７）の面において
前記第３の部片（Ｃ）に対して１８０°回転されたように成形され、前記第３の部片（Ｃ
）が前記第１の部片（Ａ）と対称的になるように成形されるように設けられる、
請求項１から１９のいずれか１項に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３９】
部片Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈが、上述のようにウェブ２上に配置されると、この
方法は、第２の端部Ａ２，Ｂ２，Ｃ２，Ｄ２，Ｅ２，Ｆ２，Ｇ２，Ｈ２に対して、第１の
ウェブ２の反対側の面に第１の端部Ａ１，Ｂ１，Ｃ１，Ｄ１，Ｅ１，Ｆ１，Ｇ１，Ｈ１を
折り畳むステップを含む。
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